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下がり、冬が近 ている こ とを実感

しますね。特に朝晩ははつきり「寒い !」 と思 う瞬間も

増えてきま した。さて、それとともに校内でも、かぜを

ひいている人がでてきました。最奨

ンザ」流行から、みなさんの予防荒

いるかもしれません。でも、油断ラ

の再確認 。改善をすすめてくださし
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場じふう
寒 くな つ る と、 教 室や部屋 の 窓 を

閉めきりがち にな ります。 じめきつた

部屋の空気は、ほ こりやウイルス、私

たちの呼吸 (二 酸化酸素 )な どでよご

れていきます。また、 においや湿気な

どもこもります。

そのため、換 気をすること (き れいな

空気と入れ換 えること)が とても大切

です。

換 気 をするこきのポイント

・窓を 2か所以上開けて、空気の入 り□

と出□を作る

。なるべく、離れた位置 にある窓を開ける

・ 1時 間に 1回 は行 うようにする
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晶lの乾爆鰹ご舅 J藝
冬になると手足や背中などがかゆ <な

る、そんな経験はありませんか。原因

の多 <は、肌の乾燥によるものです。

湿度の低い部屋は乾燥 し、肌の水分が

失われやすいのです。また、冬は皮脂

や汗の分泌も減るため、それ らが混ざ

りあ つてできている皮脂膜 という肌の

カバーも作 られにく <な ります。その

結果、肌がカサカサになつた り、かゆ

みが生 じた りするのです。部屋を加湿

し、乾燥 しやすいところは、クリー

ムで しつか り保湿を しま しょう。

義ぢたこ歯諄が轟をしてい審彗か。
1冒 月8日勝「ι`い歯の日」でした

鼈醸籟心黎魃 炒羹贔藝琥

以前は、「 児童生徒の歯の病 気」 とい

えば、虫歯で したが、最近は減少 しつつ

あ り、代わ つて歯肉炎・歯周炎な どの「歯

周病」が増加の傾向 にあ ります。歯周病

は進行すると歯や歯肉だ けでな く、心筋

梗塞や糖尿病 といつた、他の部位の病気

にもつながるな どが研究で明 らかにされ

ている、軽視できない病気です。健康な歯ぐき 歯肉疑の歯ぐき

で は、そ の歯 周病 を予 防 す るには ?最大 の ポイ ン トは歯 みがき

です。歯周病 の主 な 原 因 もむ し歯 と歯垢。毎食 後_に 歯 をみが い

て、歯垢 を落 とす ことが効 果的で す (軽 い歯 肉炎で あれ ば、歯

みがき を続 ける こ とで 自分 でなおす ことがで きます )。

丈夫な歯 と □で しつか り食 べて栄 養 を とる とい うこ とは、全身 の

健 康や 成長 、発 達 を維 持 す る ことにつなが り、その意味で も、歯

周病予 防は大切 な ことで す。
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